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はじめに

この小稿は，最近の東而アンア地城における牒党’斐化

に関する現地，凋査(/)報内である。 I,［J知＂）ごとく，第三机

料股業は 196(）年代の半ば以降大ぎt[＇化、動を和 ＇Lけてし、る

が、なかでも東南ア/•アのそれ It 特に竹・しし ‘o.|tt銀の

『i!I:料開発報柑1982』にtるど， 7(）年代のこの地域の股

業成長いが1平均：；．8i，＼卜と報内さオ1，世料(1)との地J戒，｝

りも，:':iくな）てし、る。これには， 6（）年代後半に登場する

稲の邸収鼠沿r品種杵及が大きく貢献してし、ることは［；ぅ

主でもなし、。倅滞どし、オ）れて久しか，だ熟術―•ア／ーアのhii

11股業は6(）｛，・代末から激しし、動態に収し， 「社の革命I

I：呼ばれた。こし')'菱化過杓＇にノ） Iィ、ぐIt多く (!){i,ll究名が沖

II L,|―山 ら｝農lも）閃村卜1会へのイシノ‘

クトに至る主で幾多の実叫的， J.，I!論的研究を行な，！てき
た。その成果ははなはだ多般にわた ,・c、主とめるのは

難しいが、 「緑の吊命 I による釦'},{J-'1\h印達成にもかか•i)

らず， 1［lす炉1平（行である股民のILI占内容はゼずしも向 Iご

したとは，―；:t；し、， どし、う｝，＼I、(見鮒It: tI t‘一致したとみ

てよいであ 7,')0 

ところで、 この「緑(/)革命J(t. 未）‘J、外の作物セクタ

←•-(/）疫化と 1り：靡がある(/)かとうか`/［れら i変化の比本的

叫刈は何か、 今後叫代望はとうか， し＼ヽ，］こ｝はにノ・バ ‘C

は仏然としくK解決の部分が多＇，ヽ <- これらに対する解答

(/）手がかりを得る(/)が，今In|(/）」見地，，1ijれ1J)-1)の！涯II

的であ，た。

瀾介期間は 198,‘;｛1 ^ 1月41 lから '.2JI I~ 11主で(/)4011

間， 11/j間 ll」はプ／リピン，←てし一—/ I'， ｝／ f U) 3カ囚で

ぁ，＇た。 11Jじれた期間内に効辛的に，J衛花を打なう必要か

ら．それそれの国における謁杏地域は1情じのように限定

した。つまり．フィリピンでは穀行の中部ルソンとバナ

イ島、 とうもろこしの栽焙中心地南部ミングナオ，マレ

一，，アではベラ小l•Iの日也開発入柏地とケダー．ヘル 1) 7、

両朴Iにまたがるムダ河灌漑地区， タイではとうもろこし

ベルトのバーサ、／ク川すじとコーラート高脱である。以

ドそれそれの地域ことに定化動向の特徴を土として4011

間の見間にもとパき述へてみよう。なお，，凋杏期間中に

ば非，：；『に多く 0)方々から絶大な協力を＼、ただし、た。ここ

に晶して感謝(])紅を表する次第である。

l フィリピン

J l' ．Iピ，，では米どとうもろこしの― -99―)の作物 I9'J'l

ーにit flしぐみよう，理由は，これら穀物部門は両者を

合わせると耕地面積c1)約5割，牒民数の 6割以上を独占

する最大部門となること， しかも股地改革，森柑糾隠笠，

戦i交―J { 1) ピシ農政の二i_ t^:l とも五うべき重嬰， t•画が他ざ

れとのがこの部門だ 9 —'たからでかる。地域的には，米ii ―

はルソン島， とうもろこし11はミンダナオ島を中心に！j[

間する。

l． 稲作革新技術普及

フォード， 口 J クフェラー両財団により 196()りに設立

心れた国際稲研究所が稲の高収梵新品挿 IR-8o)脊種成

功を公｝ぐずるいがl(•I66年末，‘り時深亥lj な森悦問題に悩ん

でし、たフ｛ I)ピン政府がこの新品種の脱種5(）＇一，をもらし、

うけ，見玲！］国内で開発された優良品種とともに臆励品

挿に指定し，その積極的普及に(!)りだしたのが翌1%7•打

：あ た c こ［）新品種は， 6（）年代末主でに中部ル．Iン、・1'・

野部il)隅々にまでし‘ぎわたる．tうになるが、そAlカ・｛l：来

枷こ：llf完全にと，て替るのは7(）年代中虻から1役‘i,-.tこか

け＼ーの時期であー）に

沿r,¥！種の将・1女はさ主ざ主なしヘルで多くの＇変化をも！こ

らし、 9,｝なわもたらし，グ―げ）あるc 、主ず個別農家 Lベルで

みるど，栽培方法の特しい改笞を挙げることができる。
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これは最近では平湯の農村ならどこでも観察される点で

あるが，具体的には近代的投人財依存と機械力依存であ

る。前者は，種籾の採種園産種子依存，移植から直播ヘ

の移行，手除草から農薬除草への移行に伴う除草剤の大

駄屈i-，化学）I把料の増投，灌漑用ボンフ゜あるいは耕わ；機

使用に伴う重油，ディーゼル油の消費増大であり，後者

には耕転機もしくは乗用トラクターによる圃場の耕転，

小別揚水ボン／＇による灌慨，テリアドーープ（大咽動力脱

穀機）もしくはミニ・スレッシャー（小型動力脱穀機）

による脱穀等が含まれる。

‘―うした農家レベルの疫化に伴い，村洛レベルでもい

くつかの変化が認められるようになった。たとえば，採

種圃産種子の栽培農家が村落内に出現したとか，収穫労

働における労働者の参入制限，分収比令；低下なと伝統的

労働1J雇用制度の変化，河川近くの遊水池，水路，水田

に大量に棲息し農民の主要蛋白源であった蛙，淡水魚の

死滅あるいは'l'fねずみ0)大駄発生等，｝嬰薬大hti吏用に

伴う 1,111場一帯の生態系の定化がそれである。

さらにこれを町レベルでみると，肥料・農薬供給のに

めの農業投入財取扱店の増加、農機具・｝裳業機械販尼代

理店商業銀行地）j支店の進出，大咽機械による農作業

請負業， トラクター組立業，溶接・修理工場の登場，精

米． itt蔵・倉曲党関係施設の拡充，市街地外れ(/)托韻．

養豚ブ゜ロジェクトリ）開始等ーとなって現われる。

これらの変化傾向は，中部ルゾン平野の各地で1970年

代中判さまでにふる程度現われており，今1い］の調在におい

てもその後益々拡大こそすれいささか(/)後退も認められ

ない。 70年代中葉までの革新技術普及を支えた重要な要

因は政府の小農融資であったと考えられるが，それが農

民のあまりにひビい返済不能のために7(）年代末主でには

独資額の大幅縮小を余儀なくされ，受益者も最近では融

資返済状態の良いごく恵まれた農民に限られるという状

況になった。にもかかわら手いささかい後退もみられな

いのは，この間着実な収量増加が続いにからであろうと

思われる。中部Jレソンにある筆者の一調査村においても，

60り代末にヘクタール当り 1.5~1.6'た，た村の平均収

量が7(）年代中葉にぱ 2.2'ンになり， 8｛）年代に入ると病虫

害も減って 3トンを割ることはなかろうと許われるまでに

な，た（注 l)。他の場所でたずねても農民の回答が：｝卜を

切るーーとはますない。これをもってたたi)に中部！レゾン

における稲作生産力の高位安定とみれるかどうかは予断

を訊さないが，この間に収iftの継続的上昇があ・た：：と

だけは確かであろう。政府の小農融資大輻縮小以後は小

農民の多くが商人や高利貸から営農資金を借入れる旧来

のペターンに逆もどりしているか、にもかかわらずそれ

を農民が切り抜けえた最大の理由は収量増加であったと

考えられる。

では収穫から経費を差し引いた残りの農民の手間取り

は収量増加に対応して増えたかというと必ずしもそうは

言えない。もちろん農民のなかには新品種導入により著

しい所得増大を経験したものもみられるし，そのケース

も少なくない。しかし，大方の農民がどうかと再うと，

収最増加分をほとんど肥料，農薬等投入財代金支払いに

主わす結果になっているとみられな最近の数年間の動

きをみても，米価は政策的に抑制されているのに対し，

肥料，農薬，重油といった投入財価格は原油値上げとと

もにかなり上昇している力心らである。たとえは， 1983年

l月現在籾未の農家庭先価格は77年刈時に比へて約4割

上ったにすぎないのに投入財の方は肥料，農薬から採

種i圃産種f̀iこいたるまでいずれも 6‘馴以上叫直上りをみ

た：注2)。主た，賃耕，貨脱穀等のサービス判金も原油価

格引上げを理由に大幅に引上げられている（注3)。このた

びの革新技術骨及とそれに伴う収吼増大が，多くの農民

にとって必「しも所i!｝増大につ！トからないJ)ばそのため

である。

全般的にみて国営灌憫地域の牒民ぱ相対的に内まれて

いるようである。しかし、深刻tiり）はより広範にみられ

る非灌漑地域であろう。そこでは新品種普及による稲作

商業化の進行で，農民の生活基盤全体が大いに不安定化

し、多くの農民が深刻な小態に直面している。特に水か

かりが悪いとか排水不良といった限界地の水田耕作農民

の場合， 1~2度の不作の繰返しでたちまち耕作を放棄

せさ＇るをえない状態に追い込まれな耕作放棄のケース

は70年代後半にはすでに一部ではっきりと認められた

が，現在でも引き続き観察される。

また，新品種普及に際して多くの農民は政府の低利融

資を利用して灌漑ボンプを購入し，ボンプによる灌漑を

開始した。その結果，地域によっては著しい地下水位の

低ドを招ぎ、峠ンフ゜据え付け位置を引き下げる必要が出

ぐぎた。湯和こよっ Cはいくら拇下げても地下水位に到

達せず，ポンプ灌漑を，；裔めざるを得ない事態も起こって

し｀、る。もちちん，ポンブ゜購入に際して借入れた融資にノ）

いては、農lしiまその使用の有無にかかわらず返済を迫f)

れるわけである。そればかりではない。地下水は十分汲

な出せるが、近年の直油値上が，）の結果採位がとれなく

なり，これまでやってきた乾期の作付けを全面停止した
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湯合もある。

70年代に蔓延したトゥングロによる病害は， 80年代に

入ってたしかに小康状態を続けているようであるが，新

たに別の局面が問題化してきたわけである。

2. 農地改革

戦後フィリピンの農地改革は， 1950年代半ば以降繰返

し実施されてきた。しかし，地主勢力の抵抗，妨害が強

カで， 「耕すものに土地を」という改革目標の達成はま

ことに不十分，不徹底でしかなか 9)た。ために農業問匙

ニ土地問題の解決はなく，農民の期待を将来につなぎと

めるためにも法律制定を繰辿さなければならなかった。

55年の土地改革法を皮切りとして， 63年法，71年改正法，

72年法の制定がそれである。

現行72年法は，米・とうもろこし作付地に限ってでは

あるが， 7認以上の地主所有地の小作人を全面解放しよ

うとする意欲的な改革計画であった。改革完了までには

3段階あって，最初に七地 l喰ごとの所有者および小{i:

人の確定とその確認nlt共（上地移転ulE書）発行，次いで地

上・小作人間での地価の確定，そうして最後が農民に t

る地価償還と償還済み農民への上地 'iイトルの発給，か

らなる。こうしてまず 1(）（）パ以上の大地主所有地から隈

地移転事業対象に組み込まれ，順次下位規模へとその範

囲が広げられた。他方， 7姦以下の零細地主所有地は，

分益制を廃止して定額制への移行を目標とする小作制度

転換事業対象として区別されることになった。

ところで，現行農地改革実施過程の第 1の難関は地価

確定である。これが確定すれば政府（土地銀行）は対地

主補償を行ない，ここで初めて上地）1［有権が地主から政

府の手に移るからである。戒厳出似Il:jという緊張下で出

足が遅れ気味であった地二じの抵抗，妨害も，地主・小什

間の地価確定交渉の段階では積極的になり， 72年法実施

後5年を経た段階でも地価確定は目標の 1割という状態

でしかなかった。ところが，その後の5年間で事態に大

きな変化が進行しつつあるのを読みとることができる。

というのは， 82年末現在の対地上補償済み小作地面積は

ll標の3割近くに達しているし， l|囁；）レゾンでは5割に

直りつつあるからである。これIt11)Iらかに地主の抵抗に

菱化の生じにことを9]＜唆J/）。 ） L ;I'J應しによっては

改位に抵抗するよりも1こ地を目1iII-e別途商業，その他
の分野に投資する者が増えてきにからである。特にそう

した転身を目指す地上が，稲作商業化の進む中部ルソン

で多いのは当然と言えよう。

ところで地主が所有を諦めて土地を売りに出したから

96 

とい［ ただちに農民の自作化が進むとは限らない。

なぜなら今回の改革にはもう一つの難関として農民がは

たして地価償還を支払い切れるかどうかの間題があるか

らである。事実，地価償還中の農民のなかには償還不能

になったり，一部分しか返済できない者が少なくない。

そうして，士地移転証書を売却したり質入れしたりする

ケースが後を断たない。その結果，地価償還率は毎年予

定の14-15名と法外に低くなっている（注 4l。これは土地

銀行にとってはまことに深刻である。なぜなら，銀行は

地l．にttして地価を支払っておきながら牒民からの償還
が2',＼Ilにも満たないのではその存立自体が危くなるから

である。しかも，最近のように改革が進んで地価支払総

額が大きくなればなるほど問題は一層深刻にならざるを

得ない。

土地銀行は，かかる事態の根本原因を農民の稲作経営

における低収益に求める。つまり大方の農民の場合，収

護から種子代，肥料代，農梨代，あるいは機械賃耕代金

等々，渚経費を支払うと，地価の年賦を倍還しようにも，

またその分を銀行側が取立てようにも残余が少なすぎ

かとの品識である。そこC上地銀行の採った対策は農

民の所得を増大させることと、そのためのプロジェクト

を援助することであった。 1978年から世銀融資を得て発

足している旧エステート（地土所有大団地）単位の総合

開発プロジェクト (IEDP)を初めとして，小農民の共同

事業推進を H指す単一事業ユニット (SBU)構想，天災

等による荒廃で非生産的となった農業用地の再開発フ゜ロ

マェクト，農業・非農業用機械・施設の賃貸業フ゜ロジェ

クト，村落ぐるみの会社組職化構想，等がそれである。

これらのうちすでにある程度の実紹がみられるのは

lEl)Pである。 1982年9月30H現在，全国に66のIEDPが

糾織され， 3万7268人の農地改革受益農民と 5万1281芦

の農地がそれに含まれる（注5)。したがって， 1プロジェ

クトの規模は平均565人の農民と777芦の農地から構成さ

れていることになる。主な活動内容は，（1）信用事業，（2)

基盤整備事業 (3)生産・貯蔵施設利用事業 (4)購販事業，

(5i技術？i・及事業で土地銀れはこれ I` 翡業の資金面と経

t・’；由IC大幅な協カ・助成を行なう。最近でtt農民が相接
[，ク、1地を均等に共liiJ供出し、 1：地録i]か股人財および

1]悶閉、機械，収穫物貯蔵・乾楳施設を提供して協Inj生産す

る協詞紆営構想や， 25～50しの籾米則蔵記））をもつ倉庫

を建設して倉庫利用事業を始める構想までみられる。

ところでIEDPプロジェクトの地域分布をみると，そ

の大多数が中部ルソンに集中，特にタルラクとヌエバ・
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ェシハの両川に多いことがわかる。これをさらに町別に

みると，タルラク小11ではコンセプシオン，スエバ・エシ

ハ小liではカビアオ，サン・アントニオ，サン・イシドロ，

ハエン，アリアガなど，平野内陸部の町々に分布する。

これらはいずれも1970年代初めまで反体制納カフク団の

根拠地で，いわゆるフクランディア（フク団の支配地域）

と呼ばれた。十地銀行のIEI)Pがこうした地域に集中し

てみられること自体，反体制勢カ一掃という政府の意図

を明示するものであろう。今回の調査期間中に訪れる機

会を得たタルラグ州のコンセプシオン町には，現在五つ

のIEDPがみられる。 IEDP実施地区の一つであるマガ

オ村の場合，村のすぐ南側を流れるバムハン川の護岸工

事の完成，繰返す洪水で溜った河川沿いの厚いシルト層

の除去とその部分の甘熊畑化，洪水で流された水田の養

魚池転換，等により住民の生活基盤の安定化は一目瞭然

である。市実ここでは地価償還もきわめて円滑に行なわ

れていると言われる。かくして長年にわたって続いた住

民の間の政府に対する強い不信感は薄れ，徐々にではあ

るが確実に信頼の回復がみられるように思われる。

コンセプシオンのケースは確かに成功例である。しか

しそれはきわめて数少ない事例のなかの_•つにすぎな

い。中部ルソンの多くの地域では，農民は経費がかさん

で儲からなくなった稲作経営を続けながら，農地改革に

伴う地価償還を初め各種の融資返済に四苦八苦というの

が一般的印象である。

3. とうもろこし増産計画

新品種普及に伴う籾米増産の結果， 1977年にフィリピ

ンは宿願の米自給を達成，翌年からは毎年10万トン前後の

輸出余剰を出すまでになった。しかし，米の輸出市場価

格は政府が典民から買上げる価格よりもしばしば低く，

したがって輸出量が増えればそれだけ政府の財政負担が

増えることになった。こうした経過のなかで政府の農業

政策の重点が米穀増産・自給化から食糧生産の多様化に

移され，特に最近では80年代農政の中心テーマに「食福

と栄養」を掲げて飼料穀物生産と畜産・酪農の振興，農

業を基軸としてその前方，後方に直接連環する経済部門

からなる「農業関連経済」 (agrarianeconomy)の確立と

いう点が強調されるようになった。ここで特に注目を集

めたのが飼料Hi黄とうもろこしで，その大附r年を日指し
て作成されたのが 1981年12月に発表されたマ fサガナ

(Mai-Sagana)計画（通達第1181号）である。

フィリヒ＇ンのとうもろこし生産高は 1980年現在300万

杉強で，大体タイの生産高 (330万トン）に匹敵する。た

だしタイのとうもろこし生産の9割以卜が商品化される

のに対し，フ｛リピンでは生産の 5割以上が逆に上食と

して自家消費に回ると言われる（注6)。したがってフィリ

ピン産とうもろこしはその 9割までが食用の白とうもろ

こしであり，ために飼料用の黄どうもろこしはし、まだ30

ガト／近くもの帖を毎年海外からの輸入に依存する (1981

年の輸入量は25万4()()()％）。この不足分を 2年以内に充

足させ， 3年目からは輸出余力をつけようというのが，

マイサガナ計画の目標である。

ではその目標をどう達成しようとするのか，その戦略

であるが，それは米増産計画の場合と同様三つの構成要

素からなる。すなわち，技術，投入財，それに融賓であ

る。技術とはハイプリッド種子と改良種子のことで，前

者としては Pioneer6181, Cargill 100, Cargill 200, 

llyCorn 9, SMC Hi-Yield の5品種後者では !PB

Var 1（以上黄とうもろこし），改良 Taniguib,Dl¥,fR 

Comp. 2, MIT Var 2（以上白とうもろこし）の 4品種

が奨励されている。ハイブリッド種子の潜在収蘊はヘク

タール当り 7~10旦．，改良種子の場合 IPBVar 1で7

ト：9, その他が4~ 4.6トンと言われるぽ7。マイサガナ叶

両では，ハイプリ・ノド種子を 5'』水準の技術とし、改良

種子を 3ル水準の技術として区別し，投入財の使用，融

資額に差をつけている。

投人財の中心が化学肥料と農：屈であることは言う主で

もない。ここで特に注目される [l)は， 5トン技術の場合に

施肥低9~11袋 (1袋50胡）， 3旦技術でも 6~9袋と

いう肥料大量投与の奨励である。

こうした技術の採用に対して政府の低利融資が与えら

れる。その場合融資額ば5杉技術でヘクタール当り2300

ペゾ． 3トン技術で1450ペソと定められ，農民への融資に

はマサガナ99計画同様フィリヒ°ン国立銀行，開発銀行，

農業信用庁，それに民間の農村銀行の四つがあたる。

マイサガナ計画で最も注目される地域はミンダナオ島

である。なかでも特に同島南部の南コタバト州への期忙

が大きい。 1982年後期 (7~12月）のマイサガナ作付，，1

画によると，奨励品種作付目標面積は 6万5137;:i（うち

ハイブリッド 3万3678;:i)で，その 5割がミンダナオ島の

8州に集中している。なかでも南コタバト州は単独で介

体の14.3{iを占め，ハイブリッド11：付血積では目標（：；

Jj:-3678芦）の＇欠に 23らを独占するからである。

南コタバトと言えば，サランガニ湾に向って広がるマ

トウトウム火山麓南緩斜面とパーカー火山麓東斜面，そ

れにマトウトゥム火山とロハス連峰の間に伸びるコロナ
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ダル谷という三つの肥沃な平坦地を布し，多くの牒業怜i でとうもろこし増胚の成否を握る一つの鍵として融臼政

連介業が進出の機会を窺って注Hする4|、1である。にもか 策が注Hされるe ところがマイサガナの融資叶画では化

かわらずこれまであまり開発が進まなか 9)たのは，柘1 学肥料等の単価が抑えられていて，融嚢額で焚励基準ど

教徒問題等政治的不安定要因のため治安が十分に確保で おりの投人財睛人は無理と思われる。しかも重要なのは，

きなかったかちである。なお，現在主でに准出している 数年来の枇界殻気後退， 7テンアメリカ諸国での金融恐

じ要企業としてはパイナップルのドール（約8()()(）ぷ）， 慌等の影圏で政府は融資財源に苦l舷していると伝えられ

バナナのスタンフィルコ（約 2 万；；—i) ， コーセーのスク ている。となるど，マイサガナ叶画ははたしてfJLl.の，，!

ンダード・プランズ (1240-;-_1)等キャッスル・アンド・ 1刺にすぎないのか，多国籍股業関連産架や国内大手企業

クーク系子会社3社と，―じ要飼料会社の一つゼネラ）レ． がなぜ競→てハイプリッド種子生産に参人するのか， ど

ミリング社の企架股場 (1145芯），サランガニ農業会社 し、？た点が大きな疑間となる。

のサランガニ牧場 (1万5000;’i)笠をあげるこどがでぎ これら疑間どの関連で注IIされるのが政府の最優先プ＇

る。 ／ェクトの・-^ っ，通称 KKK(Kilusang Kahuhayan 

今回のマイザガナ叶画と関連してil-Hされるのは、ハ at Kaunlaran)である。これは81年の政令715号にもと

（プリッド種子生産をめぐ -9て世料の1要多国籍企業， ン）くもので，直訳すると「生活改善蓮動Jとなり事実そ

国内の最大手企業が競心参人、多くがこの南コタバト う呼ばれることが多いが，内容的には「運動」と肩うよ

に進出している市＇にである。貝（本的には机料的ハイプ 1) り「助成壮画」と呼ぶ方がふさわし¥ヽ。なぜなら，この

--¥ Iレ，パシフ｛ゞ9ク， ，；tirhiの目標は自助・ 1恥刀原則と地場資源活用を基本方針、ッド種子会社のバイオニア、カー―ー

それにサンミゲルt1で、北ダバオ朴1に農場をもつバンフ とする農村内住民の生産的巾業の振OOであり，そのため

{、‘Jクを除ぎし、すれも南コタベトJ廿に腐場をもつ。これ <})各種助成措置を担当する0)が居仕蝶境省だからであ

ら多国籍企常に対しては国内大F企業が挿子増殖，販売 る。＇『文 7 r゚1ン五クトは牒林水産関係，農林水産物加］＾

部門を担当する形で提携する。すなわち、バイオニアに 関係、府咋―．・運送・貿易関係，錨型フ゜ロジェクト関係の

対してはアャラ社のf会社アャラ殷路I開発会社が年間：l I叫）に大別され，居fl環境省が部門別に助成対象フ゜し1、/

}j3(）（)(）且 0)特許使用料を文払；てハイ 7 リ！卜種子増殖 3 クトを選定して技術的，財政的な援助の手を正しのヘ

を行なうし， /Jーギルにはアグロテ J クス， 92r 、ここで錨型プロジ—ェクトと呼ばれるのは既存の特定

クには化学肥HO)プブンクーズt1・がそれそれ種f販売部 私介花の，忙業活動と関連して，その前方tしくは後｝j連
門を担当する。なお，種子生産方ikはサンミゲル社の場 環中ャ業を農村内事業グロジェクトに採用する場合のこど

合が直料；）j式、他の 3社は個別農家,ど(/)招約栽培方式を で，いわゆる下請プロジェクトにすぎない。

と，ている。国家森福裳党謹議会 (N]り＼いの年報によ KKK の—f算規模は，さすがに政府の優先フ゜ロジェク

ると， 1982年のハイブリッド種子｛1:付曲積は4万1551ぷt 卜だけあって，初年度の82年に11｛意ペソというれ大なも

であるから，ヘクタール当り 2(）も］の種［を必要とすると のであ・一；た、，このf紅の大半が，地方行政区城ごとに配分

して国内のハイフリッド需要は約83(）しになる6 フィリ され，奨励プロジェクトの融資に回された。ミンダナオ

ピンにおけるハイブリッド種子生外の最古参パイオニア 謁南部5,！小Iからなる第11地区の居仕環境省地｝］），＇）投資叶

が82年に販化した種子は約 6()()I とぷわれるから詞社の 画ファイルによると， 83年度の地区内投資f定総額は 2

市場シェアが 7割弧残る 3割’}砂：¥tiが分け合ってい ｛意2{)()(）万ベソに達している。うち南コダバト1-I-Iへの投資

る、 とみるこどができよう。 f定額が最高で，地区総額の 3分(/)1を独占する。特に

こうしたハイプリ，、Jド種子ならびに改良種子の普及対 ハイフリ、，Jド種子栽培プロジェクトヘの投資が最大で，

象は， 1971年センサ人時に517J'J＇を放えたどうもろこし 給額28()(）ガペソ、受益血禎8283ふ受益煤民数27()(）人と

ii：付農家である。最近ではアヤJi1、l/）食品）JU」こ関係［会 な）いる。この受益血積は， 82年度後期のマイサ｝jナ

tiで南コクハトにあるピコーアフート｝＇］場（約 1(）（)(），：し）， 1，1,lIhiにおける南コタバトJii割当面積 (7622S)を招え（

ゼや）ル・ミリングの企架農園（約1145,1) とい，た滴 おり，しかもヘクタール当り融資額も338(）ペソでマイサ

業的大紆’i芯もちらはらみられるが， どうもろこし媒家の Ijナ叶画の2300ペソを1000ベソも上lnJっている。その意

大多数は，センサ人にある平均規模2.9心という数値が 味でも KKK融資は，マイサガナ註両を間接的ながら支

示すとおり，小経営であることは戸うまでもない。そこ える働きをもつとみることができよう。
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融資問題はKKK融資にtりかなりの程度まで解決さ

れるとしても，いま一つ末解決の重要な問題がある。そ

れは収穫後の乾燥・貯蔵施設欠如である。一つの事例で

いうとこうである。ゼネラル・サントス市とダバオ市を結

ぶ国道に沿ってゼネラル・サントス市から30料の地点に

マルンゴン町マランダグ村が位置する。ここには現在五

つの水利組合が存在するが，そのうちの一つが昨年マラ

ンダグ水利組合とうもろこし生産プロジェクトを立案，

KKKの正式プロジェクトに認定され，総額87万4000ペ

ソの融資を受け，参加農民142人が約250~の耕地にハイ

プリッド・コーンを植付け，約1200りのとうもろこしを

収穫した。これは平均収量でヘクタール当り 5トン近い高

収量の実現であり，年度末にはKKKの全国優良プロジ

ェクトの一つとして表彰されたほどである。

ところでプロジェクト参加者についてみると，高い収

量実現にもかかわらず農民収益の増大はそれほどでもな

ヵいたといわれる。なぜなら収穫されたとうもろこし粒

子の乾燥がうまくいかなかったからである。通常販売さ

れるとうもろこし粒子の水分含有量は 14客といわれる

が，天日乾燥以外に手段をもたない一般農民の場合，天

候不順の影孵もあってそれを28似以下に下げることがで

きなかった。その結果国家食糧庁からは農民販売量の3

分の 2についてのみ政府支持価格，残りの 3分の 1ぱ無

歓という取扱いを受けたし，もちろん民間の買付商人か

らはひどい買い叩きにあった。農民は，こうして得た販

売代金のなかかち肥料，農薬代，その他を支払わなけれ

ばならず，多くのものにとってハイプリッド作付による

高収量のメリットはほとんど感じられない状態であった

と言われる。これでは，参加農民の数が年を追うごとに

減少するといった事態の発生も大いに予想される。

かかる事態の回避には乾燥・貯蔵施設の整備が急務と

なることは言うまでもない。この点はマランダグ村固有

の問題ではなく，広くとうもろこし栽培地帯に共通する

重要課題と思われる。融資政策と並んでマイサガナ叶画

の成否に大きく関わるといって過言ではあるまい。

焙の「緑の革命」は， Jレソン島の場合以上に徹底した商

業化を推し進めることになるごとが予想される。それを

チェックする力があるとすれば，回教徒とキリスト教徒

フィリヒ゜ン人の対立に起因するこの地域の政治的不安定

性の問題だけと考えられる。

（注 1) ヌ＝ベ・エシ 9ヽ州ギムバ町サン・アソドレ

ス村の情報。なお70年代中葉までの状況については，

拙稿「フィリピンにおける『緑0)革命』、ど閃民」（『ア

ジア経済』第19巻第9号 1978年9月）を参照のこと。

（注 2) 調査村で得た情報によると， 1983年1月現

在の籾米価格は 1翔‘liり1.40ペソ (78年1月に1.00ペ

ソ），種直50胡‘11り110ぺ ‘J(78年当時に70ぺ‘1),

肥料は50胡当り平均 120ペソ (78年当時75ペソ）であ

った。

（注3) 賃耕代は調査時ヘクタール当り平均450ペ

‘I (78年当時250ペソ）であった。

（注4) Valencia, E. M.,"Philippine Land Reform 

from 1972 to 1980," T. C. Rivera他編， Feudalism

and Capitalism in the Philippines,ケゾンシチー，

Foundation for Nationalist Studies, 1982年， 80ペー

ジ，第9表。

（注5) フィリピソ土地銀行発行の小冊子 (Dear

Fellow Landbankers…… a Letter from your 

President, Letter No. 4, 1983年1月）より。

（注6) Goldberg, Ray A. ; R. C. McGinity編，

Agribusiness Management for Developing Coun• 

tries: Southeast Asian Corn System and American 

and Japanese Trends Affecting It, ケンプリッジ

（マサチューセッツ），BallingerPublishing Company, 

1979年， 332~333,356~357ページ。

（注7) NF AC, MaiSagana: Implementing 

Guidelines, July-December 1982,ケソンシチー，1982

年， 8ベージ。

II マレーシア

以上のようにみてくると，マイサカ守計画の実現性は 独立後のマレーシアにおける政府の主要な農民・農党

決しく低くなさそうである。多国籍企業国内大手企業 政策と言えば，一つは農村の過剰人口，土地なし農民を

の種子生産への参入はそのためである。それは北部フィ 対象とする土地開発入植計画であり，他は稲作農民を対

リピンで70年代に進んだ稲作の「緑の革命」と多くの共 象とする灌漑排水計画とそれによる水稲2期作化の推進

通点をもつ。異なるのは，米が自給的竹格の強い商品で であろう。これらの政策により農業がどう弯化したか，

あるのに対し，とうもろこしは，特に黄とうもろこしの 変わりつつあるかを考えてみよう。

場合完全な商品で，しかも広い前方・後方連環をもつ点 1． 土地開発入植計画

であろう。それたけに南部ミンダナオのとうもろこし栽 連邦土地開発庁 (FELDA)の最新資料（注l)によると，
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1956年の設立から82年末までの切年間に， i司庁が手がけ

てきた入植計画は331件，開発面積約60万苫（農用地57

万芸，村落地3万名），入植者世帯数7ガ4263世楷に逹

するといわれる。半島マレーシアの農民数は7~センサ

ス時で約55万人（注2),73年の総耕作地面積は約714万凶

（注3)であるから， FELDAの農用地ならびに農民数は半

島マレーンア全体の 1割前後に相当することになる。

この土地開発入植計画は，近隣諸国の自作農創設を目

的とした入植計画に比べていくつかの際立った特色をも

つが、ここで特に注［］されるのは政府の手原い保護と統

制という点であろう。

各入植地は平均1500~2000~の農地と200~250の入植

者世帯からなる。栽培作物としては全人植地の5割以上

を覆うオイル・パーム， 3分の 1を占めるゴム，その他

カカオ，コーヒー，廿燕の 5種類がみられ，各入植地ご

とに統一されている。これは，入植者に作物を選択させ

るのではな<,FELDAが森林を開拓して特定の樹木作

物を植えつけてから入植者を入れるからである。

こうした作物の統一に加えて人植後の農作業もまた入

植事務所の指導の下に組織的，統一的に行なわれる。た

とえば，現地調査期間中に訪問の機会を得たペラ州のオ

イル・バーム栽培人植地の場合，下生えの除去，枝おろ

し，施肥，果実の摘取り，連搬，等々は，人植者20人か

らなるブロックごとに作業チームを編成し，入植事務所

の作製する作業計画に沿って行なわれると言われる。そ

の場合，化学肥料その他の投人は必要贔を人植事務Biが
入植者に供与し，その代金分は土地開発費等とともに入

植者の収益のなかから返済される。

FELDAは，こうした入梢者の経済的安定確保のため

に， 70年代に入ってから各種の関連公社，合弁会社をつ

ぎつぎに設立した。入植予定地の開拓，士地造成のため

の建設公社，生廂物加工のための加工公打，農業投入財

およびサービスのための農業公社，ゴム・オイルパーム

製品販売のための販売公社，等8公社と，オイルパーム

精製粒状肥料製迅等のための 6合弁会社がそれであ

る。

こうしてFELDAは現在，土地開発から土地なし農

民の人槙入植地での生産，生荘物の加工，販売，愉出

に至る全過程を支配する機関となった。このこととの関

連で注目されるのは，従来入植に伴う費用一切の返済が

完了すると個人に賦与されてい！こ士地所打権が，最近で

は与えられなくなっている点である。特にオイルパーム

栽培入植地の場合がそうで，入植者が土地開発費等の返

IOO 

済を終えて取得するのは，人植地全体の土地所有梱に対

するシェアにすぎない。この点が自作農創設を目指す入

植計画とその性格を全く異にするものである。しかも，

土地開発から生産物輸出までの全過程がFELDAの統制

下にあるという点に注目すると，その入植地経営はいわ

ば国家によるエステート経営にも匹敵するとの理解も可

能であろう。

ところでFELDAの土地開発により70年代以後のマレ

ーシア農業なり農民がどう変わったかどいうと、第 1に

輸出作物部門における政府の生産・流通支配拡大であり，

第2に士地から切り離された農民の輸出作物生産への再

編入である。こうしてFELDAは，一方で農民に対して

手厚い保護を与えると同時に，他方で農民の経棺を肥料，

農薬，機械，設備に大きく依存したいわゆる近代的経営

の展開へと導いている。そのことの意味については後で

拷察されよう。

2. ムダ川灌漑排水計画地区

マレーシアの大規模灌漉排水計画には，半島東岸ケラ

ンタン州のクムブ計画と西罪ケダー，ベルリス両J•Ii にま

たがるムダ計画の二つがある。いずれも60年代後半に着

工， 70年代前半に完工した。これら計画完了後の開発行

政担当機関はクムプ地区およびムダ地区農業開発庁（そ

れぞれKADA,MADA)である。

MADA管轄下の稲作面積は 10万は農民数は6万

1()()(）人といわれる。したがってこの地区の半島マレーシ

ア稲f乍における比重は農民数で3~4割，耕作地面積で

約3割となる。特にこの地区の高い生産性と 190~ぢと言

われる土地利用率を考慮すると，実際の比重はさらに大

きなものと若えなければならない。

この地区の農業についてもまた特徴的な点は，政府の

手）巫い保護政策である。マレーシアでは一般に稲作農家

は、化学肥叶の無償供与（ヘクタール当り成分直駄で窒

素80採，燐酸30胡，加里 20,,~), 3割強にも及ぶ米価補

助を受けているが，ムダ灌漑地区ではさらに年間市業費

16(1()万マレーンア・ドルという MADAの開発サービ

スが施されるし，灌概排水施設が全額政府負担であるう

えに水利費が平均収量のわずか0.6佑という低さである。

こうした保護，助成政策のために，地区内股家の稲作

コストは平均収量の 3割から 3割5分程度といわれるま

で下っているし，大型機械への依存が著しく進行してい

る。 MADAの農業経済担‘り専門官によると，耕起・整

地作業は 100;,;i:中型，大型トラクターに，また収穫作業

は90~95名まで大型コンバイン・ハーベスターにより行
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なわれるということである。

これら機械化の進展は，個別経党の機械保有によるの

ではなく，商人，宮農層の所有による請負制にもとづく。

現在ムダ地区には約350台のクラアス，ジョンディーア，

ドイッツファール等のコンバイン・ハーベスターが稼動

中でその所有者はざっと 300人と言われる。 1980年後半

に実施された一調査によると，収穫請負業者の約半数が

富農州であり， 4割が商人・事党家附，残る 1割が商人

枇愧業者であったと報告されている憎4)。

要するにマレーシアの股業と農民は， FELDAあるい

はMADAに代表されるように政府の手厚い保護政策下

におかれ，農民の経済状態は確実にフィリヒ°ンの農民よ

り良好にみえる。しかしその変化動向となると共通点が

多い。農業の投入財依存，機械力依存の進行がそれであ

る。その過程が資本のイニシアチプにまかされているの

がフィリピ゜ンであり，それが政府により組織的に推進さ

れているのがマレーシアであるとみることができよう。

(It 1) FELDA, "Felila and its Activities." (FE 

LDAが1983年1月什けて月1、灯―、 1,tこ，山間客用バンフレ

＇／卜）。

（注 2) Selvadurai, S., Agriculture in Penin-

sular ・Malaysia,クアラルソプール， 1978年， 15ペー

ジ。

（注3) 「n]上含 17ペーシ。

（注4) Toyama, Takao, "Farm Economics Study 

on the Harvesting Contract System in the MUDA 

Area" (Quarterly Report No. 1), ;,I;:公刊， 1981年12

II, 1, 11ページ。

m タイ

タイでは， とうもろこしとキャッサバに注目して最近

の農業変化を検討してみよう。両作物の主要栽培地域に

は，チャオフ゜ラヤ川中流部，パーサック川の谷すじ， コ

ーラート高原，それにシャム湾東岸部等が含まれる。

1. とうもろこしとキャッサパ生産の急伸

最近の10数年間に，タイの恨11物のなかでとうもろこ

しとヤャッサバほど生産の怠伸長を記録した作物はある

tい。前者の場合， 1961年に約60]i1にすぎなかった生

0・（贔がその後数年ごとに1怜絆'1して80年には 3：切万lンと実
に5.5倍もの大増産を記録した(Ill)。他方キャッサバの

方も， 61年の173万ピから70年の340万ぢ， 74年の 624万

%,78年の1600万％と， 70年代に入ってからの増産には

目をみはるものがある（注2)。

タイにおけるとうもろこしおよびキャッサバの特徴の

一つは，それらがフィリピンやインドネシアでみられる

ような半ば農民の自給用作物としてではなく，ほぼ全面

的に商品化を目的として栽培される点である。とうもろ

こし加工等関連産業が相対的には未成熟であった70年代

初めまでは，したがって，生産の伸長は輸出急増と結びつ

いていた。つまり，タイのとうもろこし輸出量は， 60年

仇初めの約50万杉から同年代半ばに 10()万！口に増え， 70

年代前半には 200万ルに達して世界有数のとうもろこし

輸出国となった（注3)。その後も生庄駄はひき続き増大し

たが輸出地は横ばいのまま今Hに至っている。これは後

述されるような国内の農業関連産業台頭の結果である。

他方キャッサバ輸出の方は，やや遅れて70年代に目覚ま

しい伸びを経験し， 78年には630万ルと 70年代初めの輸

出量の10倍近くに達した（注4)。

1960年代， 70年代におけるタイとうもろこし生産の急

州を支えたのは，もっぱら耕作面積の外延的拡大であっ

た。つ主り， 61年に約30万互であった収稜面積ぱ80年に

150万；口どちょうど 5倍に拡大され，生産の伸びに等し

＼~、

゜
したがべこの間収量改善はほとんどみられず，ヘク

タール当り大体2.0ルから 2.5トンの間を上下している。

もっとも，この収量水準は東南アジアの主要とうもろこ

し産出国であるフィリピンやインドネシアのそれ (1980

年現在それぞれ0.95旦， 1.24トン）に比べて 2倍近くも高

い（注5)。

こうしたなかで一つの注目すべき祖り向は， とうもろこ

しのハfプリッド種子会社の進出である。タイ投資委員

会は1980年に種子生産企業4社を奨励企業とするが，こ

のなかに：it;ーギル，パシフィソク，パイオニア等の世

界的種子生産会社が含まれている。もちろん関心はハイ

プリッド種子生産であり，すでに年産7500ルの生産能力

をもつといわれる。上述のように相対的に高い収量水準

を誇るタイにおいてなおかつハイブリッド種子導入の契

機は何か。これは近年タイ政府が推進するようになった

f農業関連経済」の形成，振興と深く関連することは言

；）主でもあるまい。後述されるような飼料工場、サイロ

嵐；閃、先泊場，食肉加工処理工場等への投森忽増がそれ

で1"／‘:) r) 

こうした急速な生産拡張の過程で進行している重要な

変化の一つが，零細経営の脱落と相対的に大きい経営へ

の生産の集中という傾向である。カセサート大学の調査

によると，タイのとうもろこし栽培農民の経営規模は，

101 
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1959年の平均4.5芸から7:l年の6.8互へと人きく変化して

いる直6）。しかもこれを階厨別にみると， 4 ；心未満農家

は59年に全体の6割であったのが73年には 3割弱まで半

減し，代わって12互以上層は 5~賃から 15みへと 3 倍に増

えたのである。また， 1981年のタイ投資委員会の農業関

係奨励企業のなかには二つのとうもろこし J'ランテーシ

ョンが含まれており，総面積5120;:'i, l農園平均2000;'.:し

近い大経営である点が注目される（注7)。

2. アグリビジネスの展開

とうもろこし，キャッサバの商品生光急伸に伴っても

っともi'「Hされるのば農業投入資材供給体制と農業関

連産業の展開であろう。パーサック川の谷すじからコー

ラート高原一帯の地方都市で目立つのはトラクター販売

代理店と機械修理・溶接工場である。 トラクターの銘柄

はマ、Jセイファーガ‘Jン，ジョンディーア、 こ菱，フォ

ード等tlt界の名だたるメーカーのもので，各メーカーご

とに別々の店舗を構え，店頭には20馬力程度のものから

数十馬力という大型まで並び，激しい販売合戦の模様が

感じられる。化学肥料，農薬の使用は：：れら作物栽培地

帯ではし、主だあまり多型でないとみえて独立の肥斜・農

薬取扱店は少なく，；駆},jで取扱われる場合が多いようで

ある。

キャッサバの産業連環はもっぱら輸出前の加工過程に

かぎられる。農民の圃場から掘り起こされた塊根は直接

加工l→且場に搬送されるか，いったんキャ、ソリバ集荷人を

経由して特ち込まれるかどちらかである。後者の場合集

荷人は集まったキャッサバを大まかに砕いて乾燥させて

から工場に運び込む。キャッサバ栽培地帯の景観的特徴

の一つは，こうした集荷人のもつ天13乾燥場がそこここ

に見られることである。

加工工場にはキャッサバをペレット状に加工するもの

と粉末にするものとの 2種類がみられる。投資委員会年

報によると， 81年現在主要ペレット工場は6社，製粉工

場が5社あ）て，前者はいずれもサム、ソト・プラガーン，

チャチ 1 ンサオ，チョンブリーのシャム池岸沿い3県に

集中，後者は 1社を除き全てバンコクに立地する。

キャッサバに比べるととうもろこしの産業連環ははる

かに大きい。特に70年代以降急速に台頭したのが飼料産

業，，袴鶏業，食肉加工業笠である。たとえit,J｛国内の飼

料工場の生産能力は1974年の94万トンから 6年餃の80年に

は274万トンと 3倍近い増大をみたし，サイロ等貯蔵施設

も74年の能力46万％から80-¥には 206万杉へと 5倍近い

拡充をみた（注8)。
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また養鶏場，森肉加工工場ともに7()&p代に次々建設さ

れた。たとえばタイの指導的企業鉛団の一つであるセン

タコ (CENTACO)の場合， 1969年に最初の養鶏場セン

タコ農場を設立して以来この分野への投資を急速に拡

大し，81年までiご 万4()0（）トン

の能力をも/)飼料工場，貯蔵能力 3万4000％のサ{", 

年間2100万羽の処理能力をもつ鶏肉加工処理工場，さら

にひな鳥ふ化場を設立した（注9)。

しかもこれらがいずれもバンコクとコーラートを結ぶ

ハイウェー沿し、にあり，特にバンコクから 15()）じの地点

にあるパクチコン地区に集中する。もちろんここにはセ

ンタコ関係農場のみならずチャル ・ホークパン（通

称CP)グルーフ゜，チョークチャイ・グループ，ベータグ

ロといった国内主要企業グループの飼料工場，養鶏場，

牧場，種子栽坑農園，果樹園＇序々が 10姐以上にわた，て

沿道に立ち並び，ここにさながら「アグリビジ r、 9,• 銀11勺

の景観が展開する。パクチョン地区一帯にこうしたアグ

リビジネスが集中立地するようになった要因としては，

そこがコーラート高原南西端邪で海抜400~500{,；；もあり

低地に比べて気温が多少なから冷ぷであるこど， 6(）；i-代

にハイウェーが完成するまて知疸1泄便のため開発があま

り進んでいなかったこと， バンコクとの距離が 150t.品と

比較的近いこと等を挙げることができる。

ともあれこうして70年代以降とうもろこし1il連アクリ

ビジネスの日党主しい展開が進んだ。その結果とう tろ
こしに対する国内粛要が大きく増大し，輸出余力が次第

に低下した。 70年代後半以降のとうもろこし輸出の低迷

は，こうした国内の動きに関連するものである。

（注 1) アノ＇＇経済研究 I汎『 7 ，ア動 I{，Jq•WJ (1970 

年以降82りt( ）各年度版） Lい。

（注 2) 同上。

（注 3) 同上。

（注 4) 同上。

（注5) F AO, Production Y carbook 198(）｛ジ

（注 6) Goldberg; McGinity編，前掲内， 359ペ

ージ

゜
（注 7) B01, Thailand Investment Handbook 

and Diralory (9J Promatal (.ompanics 198l, ＇'.、／

コゾク， 1982(1,84ペーシ（本1'i料以下三'/)｛jア／ア

経済研究所向外 1}ド逍H末訊11{{J¥]）蒐街したもり＇あ

る）。

（注 8) Raigan Prachampi 2523（クイ国政府投咲

委員会『：1次報i¥ 1981年1収』）。
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(It 9) Bangkok Post, Supplement, 1981り10月

1:! 11。

IV むすびにかえて

以上フィリピン，マレーシア，タイの 3カ国における

農業必化の研，｝をみてきた。し、ずれの国の場合でも， 70

年代以降農閃に.,)(/)大ぎな疫化iu’t|{i)が進み＇）つある、 9訊

は 1分に確認された。では一体それをもたらしているJ,L

本的要因は何か， 3カ囚(/)'虻化似1,iJを貰くものは何か，

という点に関して最後に莉T(/）|ll象的私見を述べてみよ

)。

結論から，；うと諸笈化伯1,,jの根底にある方向は資本に

kる農業の内組過fがとみることができそうに息われる。

・>.t IJ，農党か l茫と商業に結合，統合されう過程であ

ふこの過程は，歴史的には西欧夕ll強がhli民地漿業のな

かにフ＂ランテーシ 1ン部門を梢付けることにより進めら

れたが，それば「業用｝）代14．材朴伽）t股業が中心で，食
福生産等の（］民股業部門はその過柑に部分l,Iりにしか主さ

込主れることはなか，た。 1960年代後半から准行しつ勺

ある疫化過程は，この伝綺的{ll〈農業部門が令ifii的にエ

業と商薬に結びグ')lfられう過程どして捉え＇）れな＼，、か，し

し、うことである。

フィリピンにおける稲ii晶新技術普及は北部フィリピ

ンの稲11農業を化学肥料，農甜農業機械など工業部門

に大きく依{fしにものに弯えた。その結果稲作収琶は大

いに改善されにが，農民にとってははなはだ大ぎな経費

を伴う農業となり，必ずしも所得州大につながらない場

合が多か）た。これに対して贋業投人資財の供給商入，

あるいはそれらの製造業者．金融機関にとっては確実に

市場拡大であった。

南部7 fリヒ゜ンのミンダナオ島で今まさに起こりつつ

あるとうもろこしのハイプリッド種子普及は，「緑の対，：

命Io'）し、わばどうもろ～＿し版となろう。ただしどうもろ

ごしは米とちが，てその産業連環の輪が一段と広く，米

｛l：の場合以上に広範でかつ徹底した＇菱化を伴うことにな

りかねな'， ‘o

タイのどうもろこし作の場合も詞様であろう。この部

門での耕転過程の機械力依存はすでに相当進んでいる

し．国内主要企業集団によるとうもろこし関連分野での

アグリビジネス展開にはH党ましいものがある。肥料と

典；駆の使用はこれまで1'11対的に抑制されてきたが，最近

始ま）にハイブリッド種fの普及によっては今後急速に

投人財依存が高まると •f想される。こうしたなかで零細

農民の多くが没落を余儀なくされていることは、さきに

示しに調紅事例からも叫らかである。

マレーシアの場合政府の農民保護政策が徹底していて

叫 liが一見異なるようにみえる。しかし，入植地なり灌漑

地区内で推進されている党農形態はやはり農業投人財，

農党機械に大きく依存したものであり，フィリヒ゜ンやタ

ィC・＇）場合と某本的に記があるとは息われない。

東怜jアジア諸国の農業は今まさに， こうして資本によ

t)廿「編成されつ')あるどみられる。

（立教大学教授）
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